
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

中学校・高等学校の部 



 

紹 介 作 品 
＜特選＞ 

 

中学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

化学 
近畿大学附属 

広島中学校福山校 
1 開原 あさひ 

ビタミンＣに対する人参と酢の効果に 

ついて 

広島県教育 

委員会賞 

【全国出品】 

生物 

広島市立城南中学校 3 小村 圭以 
トンボの時間帯による種類と個体数の 

変化の研究 

広島県教育 

委員会賞 

【全国出品】 

呉市立広南中学校 2 工藤 樹 
調査により得られた干潮時のヒザラガイ 

の移動 

広島県科学賞 

委員会賞 

【全国出品】 

 

高等学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

物理 広島大学附属高等学校 3 

妹尾 紗良 

中野 千早音 

中原 鈴葉 

篠原 龍之介 

ハサミによる切断音の発生原因について 
広島県教育 

委員会賞 

【全国出品】 

化学 広島女学院高等学校 

2 

木野村 明優 

和田 桃花 

廣川 那奈 

城市 咲來 
硝酸銀水溶液に黄銅板を入れて生じる 

金属樹 

読売新聞社賞 

【全国出品】 

入選１等 

1 

吉野 京香 

山地 凛 

中元 悠那 

水野 樹梨亜 

谷口 文音 

生物 
広島県立 

広島国泰寺高等学校 
3 

川瀬 楓 

川野 実花 

甲虫を用いた里山の遷移の評価指標の 

作成 

広島県教育 

委員会賞 

【全国出品】 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 

物理 三原市立久井中学校 1 年藤 芽生 
音量の変化について ～自作ギターを 

用いて調べる～ 

 

＊作品名は、原本どおりに記載しております。 

＊全国出品は、「第 67回日本学生科学賞」への出品です。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 本館 ２階ロビーに掲示してあります。 

当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 



 



 

【特選】        近畿大学附属広島中学校福山校  第１学年  開原 あさひ 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
自身が見聞きした事象から、その現象について条件を制御しながら実験を行い、データより生の人参

に含まれる酵素の性質について考察している優れた作品である。 

工夫した点 

・より正確な結果を得るため、事前に準備実験を行った。 
① 人参のもつビタミンＣの量を事前に調べた。 
② 常温に放置した場合のビタミンＣ量の変化を調べた。 
③ 純米酢を加えた実験を行った際、ビタミンＣの濃度が薄まったため、純米酢に直接ビタミンＣを

溶かし、ビタミンＣの濃度を一定にすることを考えた。 

分かった点 

・生の人参には、ビタミンＣを壊す物質が含まれており、酢酸にビタミンＣと生の人参を加えるとビ
タミンＣの減少が抑制される。酢酸が生の人参に含まれるビタミンＣを破壊する物質に影響を与え
ていると考えられる。生の人参を他の野菜と一緒に調理する場合には、他の野菜のビタミンＣが破
壊されないように工夫が必要だと分かった。 

・生の人参に酢を加えるとビタミンＣの破壊が抑制される。栄養分を無駄なく摂取できるように、調
理方法を考えていくことが必要である。 

もっと追究したい点 

・紅白なますや野菜ジュース等を使い、ビタミンＣの減少を抑制するために必要な酢酸の量を調べる
実験をしてみたい。 

・人参以外にも、ビタミンＣを壊す物質が含まれる野菜・果物等があるのかもしれないので、引き続
き調べてみたい。 



 



 

【特選】              広島市立城南中学校  第３学年  小村 圭以 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
出現するトンボの種類や個体数に、気温以外の要因が関係している可能性についても言及するなど、

丁寧に考察をしている優れた作品である。 

工夫した点 

・今回の研究の鍵となる要素は気温であるため、気温の計測をできるだけ正確に行った。 
・自分の調べることができる範囲内で、トンボの数を計測し、記録を取りやすいようノートを持った
まま調査を行った。 

分かった点 

・気温により、個体数の大幅な変化が生じたため、トンボの個体数の変化と気温の変化は関係してい
ることが分かった。 

・４月、５月の１番多い時間は昼であったこと、だんだんと全体の気温が高くなるにつれ、次第に朝
と夕方の方が多くなったことが分かった。 

もっと追究したい点 

・トンボが気温によって個体数が変化することが分かったが、どれくらいの気温で多く出現するか、
反対にどれくらいの気温が一番減少するかについて調べてみたい。 

・個体数の増加に気温以外の他の環境的要因がないかについて追究したい。 



 



 

【特選】               呉市立広南中学校   第２学年  工藤 樹 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
ヒザラガイが生息しているかどうかとカキ殻の有無とを関連付けて考察するなど、広く深く追究して

いる、優れた作品である。 

工夫した点 
 
・昨年度までの研究では、ヒザラガイ１個体の調査の頻度を１日当たり１回としていたが、移動を確
認できなかったため、移動を確認しやすい１日当たり 30 分５回にした。 

・本種のいた場所といなかった場所の生息環境を調べるために、10㎝正方形の枠を使用して、カキと
カキ殻の密度を計算した。 

 

分かった点 

・干潮時の本種の移動について通年調査したところ、気温の変化と移動との間には関係性が認められ
なかった。このことから、本種の移動には気温条件よりも、個体差の方が大きい影響を与えると考
えられた。 

・本種の分布密度は、カキ殻の密度や地表の温度に関わりなく、潮間帯の下方よりも上方の方が高か
った。 

もっと追究したい点 

・研究してきた場所の本種がどの様に生息場所（主にカキ殻）を選んでいるのかを知りたい。 
・各個体は個体間で、どのような行動を示しているのかを解明したい。 



 



 

【特選】  広島大学附属高等学校  第３学年  妹尾 紗良  中野 千早音 
中原 鈴葉  篠原 龍之介 

 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
ハサミが紙を切る音といった、身近な現象に着目し、様々な要素を考慮に入れ、分析を行い、原因を

突き止めている優れた作品である。 

工夫した点 

・手動のまま実験でき、その上で再現性を失わない実験装置を作成した。 
・刃の速度や刃表面の摩擦の比較実験を行う上で、データを多くとって信頼性を保ったり、グリスを
塗って摩擦を減らしたりする工夫をした。 

分かった点 

・ハサミの切断音は、ハサミそのものから生じる空切り音と紙の破壊音で構成されており、そのうち
紙切り音が大きく関わっていること。 

・ハサミを動かす速さが速いほど音は大きくなるが、ある一定の切断速度を超えると、それ以上、音
は大きくならないこと。 

・刃表面の摩擦が小さいほど音も小さくなること。 

もっと追究したい点 

・切る時に加える力と切断音の大きさとの関係についても追究したい。 
・実験で分かった切断音の大きさを変化させる原因を踏まえて、より切断音の小さいハサミの刃の最
適形状を見付けていきたい。 



 



 

【特選】     広島女学院高等学校  第２学年  木野村 明優  和田 桃花 

廣川 那奈   城市 咲來 

                    第１学年  吉野 京香   山地 凛 

中元 悠那   水野 樹梨亜 

谷口 文音 

 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
合金の酸化還元反応に着目して、黄銅と硝酸銀水溶液との反応の過程を様々な視点から分析し結論を

導き出している優れた作品である。 
 
 
 
 

＊第 67 回 日本学生科学賞＊ 

入選１等 
 

工夫した点 

・亜鉛板、銅板を用いたときと黄銅板を用いたときで金属樹の生成に違いがあったので、そのことに
ついてより深く理解するために偽黄銅板という亜鉛板と銅板を接触させてつくった金属板を用い
て実験を行い、考察をした。 

・偽黄銅板を用いたときに析出した黄土色の金属の組成を調べるために、広島市工業技術センターの
蛍光 X 線分析装置を使って分析した。 

・金属樹の析出の順番や時間を知るために１時間ごとに写真を撮影し、変化を観察した。 

分かった点 

・硝酸銀水溶液に黄銅板を置くとイオン化傾向の差による酸化還元反応や溶液中のイオンの拡散によ
って次の４段階の変化が見られる。 
①銀樹の析出  ②銅の析出  ③銀イオンの拡散と銅の溶解  ④塩基性硝酸銅（Ⅱ）の析出 

・硝酸銀水溶液に偽黄銅板を置くと、イオン化傾向の差によって銀樹が析出し、その後、赤色や黄土
色の金属によってめっきされるが、これは亜鉛と銅の合金であると考えられる。 

もっと追究したい点 

・金属樹を生成する実験の際の室温によって金属樹のでき方が違ったり、中心の金属が動いたりする
ことがあった。そのため、金属樹生成の際に温度がどう関係しているか調べる。 

・黄銅以外の他の合金でも金属樹のでき方について調べる。 



 



 

【特選】  広島県立広島国泰寺高等学校  第３学年 川瀬 楓  川野 実花 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
本研究の成果を、緊急的な対応が必要な里山かどうかを簡便な方法で見極めることに活用するなど、

実践的応用が期待される優れた作品である。 

工夫した点 

・甲虫を指標として里山の状態を評価しようとした。 
・誰でもより簡単に、より楽に、身近な里山の調査ができるようにした。 
・林床環境の変化に影響を受けやすく、比較的、全国の里山に分布する甲虫類を指標生物にした。 

分かった点 

・甲虫を指標として里山の遷移の評価ができる可能性がある。 
・採集できる甲虫の種類が多くないため、同定が比較的しやすい。 
・本研究の指標は、瀬戸内海沿岸と近畿地方の一部で使えるかもしれない。 

もっと追究したい点 

・全国の里山で調査を行いたい。 
・より正確な評価をするために、甲虫と森林との関わりを継続的に調べたい。 



 



 

【科学賞委員会特別賞】       三原市立久井中学校  第１学年  年藤 芽生 
 

 
 

 
 

 
 
【講評】 
自ら生じた疑問を解決するために、根拠に基づいた仮説を立て仮説にあった検証実験を計画し、結果

から素直に考察して結論を導き出している優れた作品である。 

工夫した点 
・実験の結果から、新たな疑問・考えを見付け、その解決に取り組み、より確かな最終的な結果が出
るようにした。 

・ギターをもとに考えていたので、本物のギターもインターネットで見ながら、小学校のときに作っ
たギターに少し付け加えをしながら再現した。 

・実際に関連する情報は、インターネットで調べたり、家族に聞いたりなどして、自分の中の考えを
広げながら自由研究に取り組んだ。 

・今までの知識や前実験の結果や考察をもとに、「次はこうなるのではないだろうか」と予想を立て
て、それに沿った実験計画を立てるようにした。 

・実験の記録をより正確なものにするために、２回記録を取り、その平均を求めて結果とした。 
・実験を行うときは、自作のギターを用いた。そのため、①コンパスで大きな円をかく。②①よりも
小さな円を２つかく。③小さな円からカッターで切り、実験を始める。という手順で、少しでも正
確な大きさの穴が開けられるようにした。 

・目的がブレないように、実験で揃える条件と揃えない条件を明確にしてから進めた。 
・実験から出た結果をもとに、規則性を見付け、その考えた規則性は正しいのかということを実験で
確かめ、立証した。 

分かった点 
【実験１から分かった点】 
・音の大きさの変化には、ギターの穴の大きさと空気と振動が共鳴できる範囲が関係している。ギタ
ーの穴は大きいと音は小さくなり、小さいと音は大きくなる。また、空気と振動が共鳴できる範囲
が大きいと音は大きくなり、小さいと音は小さくなる。 

【実験１－２から分かった点】 
・ギターの穴を１㎤大きくすると、約２㏈音が小さくなる（空気と振動が共鳴できる範囲が広いと、
音は大きくなる）。 

【実験２から分かった点】 
・音の大きさの変化には、箱の大きさが関係している。ギターの穴の大きさが同じとき、箱が大きけ
れば大きいほど音は大きくなる（空気と振動が共鳴する範囲が広くなると、音が大きくなる）。 

もっと追究したい点 
・箱のどこまで振動が響いて、穴から音が出て私たちの耳に聞こえているのだろう。空気と振動が共
鳴できる範囲には限界があるのか。 

・空気と振動の共鳴する範囲を大きくする方法は、今回の実験で行った以外の他にもあったのだろう
か。 

・実験を行っていく中で、輪ゴムによって音の高さが少しずつ変わっていたような気がした。そこか
ら、ギターの音の高さの変化は何によって変わっているのか追究したい。 

・ギターのように音がなる楽器は、現在たくさんある。それらの音量の変化は、ギターと同じ要因で
なっているのか、それともまた別のことがあるのかについて追究したい。 


